
図1　回路の消費電流を測定する方法は主に3つ
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（a）単純に回路の電源ラインに
        電流計（テスタ）をつなぐ

（b）電流計の代わりに低抵抗を
        つなぎ電圧計で測定する

（c）オシロスコープをつなぐと瞬間的な
        電流変動を観測できる
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測定用抵抗の値が大きすぎると
電圧ドロップが大きくなり回路
に影響を与える

　一般的なディジタル・テスタの電流レンジは平均
的な値しか読めないので，瞬間的（数m 〜数十ms）
に発生するピーク電流（数m 〜数A）を測定できま
せん．シャント抵抗で電流を電圧に変換すれば，オ
シロスコープで観測/測定できます．
　本稿では，差動アンプを使って上記の測定実験を
実施する方法から，筆者が治具的回路に愛用してい
る電流検出アンプIN199A1（テキサス・インスツル
メンツ）を使う電流測定の応用まで解説します．

電流測定の方法

● 方法①：電流テスタを使う
▶メリット
　電流測定をするには，図1（a）のように電源配線の
途中に電流計を挿入します．クランプ電流計や電流プ
ローブを使えば配線を切らずに計ることも可能です．

　一般的なディジタル・テスタの電流レンジは平均
的な値しか読めないので，瞬間的（数m 〜数十ms）
に発生するピーク電流（数m 〜数A）を測定できま
せん．シャント抵抗で電流を電圧に変換すれば，オ
シロスコープで観測/測定できます．
　本稿では，差動アンプを使って上記の測定実験を
実施する方法から，筆者が治具的回路に愛用してい
る電流検出アンプIN199A1（テキサス・インスツル
メンツ）を使う電流測定の応用まで解説します．

▶デメリット
　電流計では，瞬間的な波形観測ができません．電流
観測には電流プローブが必要ですが，高性能な製品は
高価です．汎用のクランプ型の電流もありますが，交
流専用または大電流専用です．
● 方法②：電流検出用のシャント抵抗を使う
▶メリット
　電流測定には図1（b）のような方法があります．
　電流検出抵抗を入れて電圧を計り，電流値を計算す
る方法です．当然，電流計は不要です．電源ラインに
シャント抵抗を入れて，その両端の電圧を測定するの
です．挿入した抵抗の値と測定した電圧から，オーム
の法則で電流値を計算します．
　電流検出抵抗は，回路動作に影響を与えないようで
きるだけ低抵抗にします．例えば，100 mAの電流が
流れる回路に1 Ωの抵抗を挿入すると0.1 Vの電圧が
発生します．
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